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9. 研究実績の概要

基盤研究（C)申請の際に提出した研究計画に基づく研究活動として、第一に、2014年8月に、アメリカ合衆国国立公文書館で一次史料
調査を行った。調査したのは、課題として扱う第二次世界大戦期のアメリカ戦略情報局の地理局史料、Record Group 226、ならびに地
理局が作成した地図コレクション、Record Group 77である。
　第二に、課題に関連する欧文文献の調査を行い、必要な文献を新刊・古本などで入手した。
　第三に、これらの一次史料調査・二次文献調査に基づき、本学紀要『大妻比較文化』第16号（2015年）に研究成果として、「地図か
ら読み解くアメリカの戦争―第二次世界大戦期、アメリカ軍の『標的地図』―」（pp. 62-71)を発表した。
　第四に、史料・文献継続的な史料の分析、二次文献調査の成果として、2015年5月16日から17日に富山大学で開催される日本西洋史
学会の現代史部会2において、「地図化される世界―第二次世界大戦期、米戦略情報局の地図作成部門の組織化とその役割」という学
会報告を行った。
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